
　１０月６日に、全校行事でムラサキの種まきを行い
ました。卒業生へ贈るコサージュ作りに必要なムラ
サキの苗を確保するとともに、絶滅危惧種でもある
ムラサキを、次の世代へ継承しようとするものです。
　ムラサキの種は2㍉程度と非常に小さく、発芽
には、土に埋める深さ（0.5㌢程度）も重要です。
生徒たちは、注意深く丁寧に種をまいていました。
　これから訪れる厳しい冬を乗り越えたムラサ

平高の魅力や話題を発信します
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（問い合わせ先) 平舘高校 ☎ 74-2610
HP　https://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

　今回の会合では、
委員の委嘱や各専門
委員会の役割分担、
事業計画の概要、予
算案などについて協
議しました。

創立80周年記念事業実行委員会が始動

ムラサキを未来につなごうと、全校行事で種まき作業を行いました

小指の第１関節までの、さらに半
分の高さを目途に種を植えます

冬を越え、かれんに咲く姿願い
来年に向け　全校でムラサキの種まき
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記念事業の実施に向け協議した佐々
木市長、小野寺同窓会長、菊池校長
などを始めとする委員会のメンバー

教職員も生徒と一緒になって
種をまいていきます

キが、平舘高生と共に大きく成長してほしいと
思います。

　令和１０年に創立８０周年を迎える本校の記念事業
実行委員会第１回会議を、９月１８日に開きました。
　委員会は、創立８０周年記念行事を企画・実行し、
本校のさらなる発展につなげることを目的とし
て設立したものです。
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吹奏楽と家庭科の勉強に
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家政科学科２年

（吹奏楽部所属、西根中出身）
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紫薫祭での発表に向け練習する
松浦さん（前列左）
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松浦さんは、県高等学校家庭クラブ連盟
盛岡支部 研究発表大会ホームプロジェ
クトの部で最優秀賞を受賞しました。
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